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町 の 人 口 

人 口 9,423人 （増31) 

男 4,502人 （増12) 

女 4,921人 （増19) 

世帯数 2,947世帯（増3) 

出生 9人 転入 42人 

死亡 3人 転出 17人 

(53年8月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（ちびっ子がんばれ・ 5 歳児による“山の音楽会，，より） 

『スポーツの秋満喫』 
さわやか空に歓声・・・ l第4回 四保育所、 

、合同体育のつどいノ 

暑さきびしかった夏もようやく終りこれからはスポーツの秋。町四保育所では第4回合 

同体育のつどいを9月17日午前9時から中学校グラウンドで行った。ちびっ子全員の準備 

体操から始まり、3歳児の「さくらんほマーチ」をはじめ、紅白リレーや棒体操と楽しい 

ゲームが続いた。中食後からは父母によるノぐパ、ママさんリレー等の競技が行われ、3.4. 

5歳児による玉入れを最後にプログラムどおリに進められた。この日は朝から夏力弘ぐリ返 

したような好天となり、園児や先生方、又声援をおくる父母の方は汗だくで頑張リ、秋の 

日を楽しんだ。 



(3) 第189号 昭和53年10月1日 け か
 

あ
 

報
 

広
 

第189号 

10
 

月
8

日
に
落
成
記
念
行
事
 

少
年
野
球
ゃ
ォ
乳
ー
戦
 

完成した総合グラウンド （野球場三塁側から写す） 

赤池町総合グラウンドカ江0月 

8日にォープンする。野球場は 

両翼92 ;、中堅120i;、緑の芝 

生力田央え、観覧席もある。陸上 

競技場は1周200仁の8コース、 

こちらも芝生が一段と美しい。 

陸上競技場は多種目利用で、ソ 

フトボールも二面とれる。 

当日は、午前9時から竣工式 

があり、このあと体協スポーツ 

少年団野球部が強豪頴田ライオ 

ンズを迎え交歓試合。さらに町 

軟式野球連盟15チームが東西に 

分れてのオールスター戦など、 

町主催の記念行事が多彩に組ま 

れている。なお、町民の利用は 

10月9日から受付ける。申込み 

は町民会館へ、詳細は同窓口で。 

これが今年の 

オーノレスター 

10 

月
8
日
、
、
総
合
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
落
成
記
 

念
行
事
に
出
場
す
る
 

町
軟
式
野
球
連
盟
の
 

東
西
オ
ー
ル
ス
タ
ー
 

選
手
が
9
月
 29 

日、 

連
盟
の
監
督
会
議
で
 

次
の
と
お
り
決
ま
っ
 

た。 

（
敬
称
略
）
 

【
東
軍
】
 

監
督
n
 

亀
谷
側
（
バ
ー
バ
ー
 

ズ） 

コ
ー
チ
廿
江
 

」

 

藤
（
役
場
O
B
）
皆
 

川
（
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
）
 

選
手
廿
上
野
、
 

山
田
（
バ
ー
バ
ー
ズ
）
久
原
、
山
本
（
 

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
）
惣
川
、
別
府
（
ス
タ
 

ー
ダ
ス
ト
）
徳
永
、
中
川
（
役
場
O
B
) 

池
田
囲
、
柳
川
（
ナ
イ
ン
ズ
）
木
村
圃
、
 

立
花
園
（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
）
清
原
、
中
・
 

本
（
オ
リ
バ
ー
ズ
）
日
野
、
伊
藤
（
フ
 

ア
ミ
リ
ー
ズ
）
 

【
西
軍
】
 

監
督
n
大
久
保
（
商
工
会
）
 

コ
ー
チ
n
白
川
聞
（
ガ
ッ
ツ
）
山
尾
（
 

役
場
）
 

選
手
u
藤
原
、
深
見
（
役
場
）
 

大
久
保
卿
、
岡
尾
、
池
田
卿
（
メ
ッ
ツ
）
 

木
村
闇
、
黒
土
一
、
水
永
圏
（
ガ
ッ
ツ
）
 

藤
田
、
水
水
働
（
B

・
ロ
ー
ズ
）
有
吉
、
 

中
野
（
商
工
会
）
坂
本
、
鶴
留
（
F

・ 

ダ
ッ
ク
ス
）
小
松
囲
、
小
源
寺
（
大
浦
 

ヤ
ン
ガ
ー
ズ
）
 

頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
対
戦
 

は
り
き
る
少
年
野
球
部
 
壇
、
撰
編
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
の
記
 

念
行
事
の
ー
つ
で
あ
る
少
年
野
球
戦
は
 

赤
池
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
が
、
 

頴
田
町
の
強
豪
少
年
チ
ー
ム
ク
ラ
イ
オ
 

ン
ズ
4

を
招
い
て
行
わ
れ
る
。
 

赤
池
チ
ー
ム
は
三
十
数
名
の
部
員
の
 

な
か
か
ら
最
強
メ
ン
バ
ー
を
組
ん
で
対
 

戦
す
る
が
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ
、
勝
敗
 

の
ゆ
く
え
は
応
援
の
強
弱
に
左
右
さ
れ
 

そ
う
。
 稲

築

町

が

初

優

勝

 

少
年
野
球
大
会
 

I
L
 

第
四
回
赤
池
少
年
野
球
大
会
は
、
九
 

月
三
日
赤
池
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
 

わ
れ
た
。
 

参
加
チ
ー
ム
は
 

田
、
下
山
田
の
各
 

強
豪
と
地
元
赤
池
の
A

・B
の
六
チ
ー
 

ム
だ
っ
た
が
、
稲
築
町
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
 

が
初
優
勝
し
た
。
 

力投する繁永貴仁投手（対頴田戦） 

胃
 
▼
待
望
久
し
い
総
合
グ
ラ
 

三」ーープ 

ウ
ン
ド
か
十
月
八
日
に
ォ
 

」
一
。
【
6
 

1
ブ
ン
す
る
‘
さ
き
の
町
 

編

彦

 民
会
館
に
次
い
で
商
工
会
 

g

a

 館
、
こ
ん
ど
は
総
合
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
の
落
成
も
予
定
さ
れ
て
 

い
る
。
こ
う
し
た
町
民
の
文
化
セ
ン
タ
 

ー
と
し
て
、
連
帯
と
交
流
の
総
合
施
設
 

が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
 

ほ
ん
と
う
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 

▼
お
も
え
ば
、
こ
の
諸
施
設
が
そ
の
威
 

容
を
誇
る
地
区
は
、
か
っ
て
は
赤
池
炭
 

鉱
の
中
心
坑
ロ
が
あ
っ
た
附
近
で
あ
る
。
 

当
時
、
よ
く
も
あ
し
く
も
、
赤
池
と
い
 

う
地
域
社
会
の
生
産
、
経
済
、
文
化
の
 

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
の
あ
っ
た
跡
地
に
、
 

近
代
的
諸
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
わ
 

け
で
あ
る
。
往
時
を
知
る
者
、
感
慨
あ
 

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

▼
そ
れ
は
何
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
懐
 

旧
の
情
や
川
筋
文
化
へ
の
回
帰
を
い
う
 

の
で
は
な
い
。
 

ク
新
し
い
酒
は
、
新
し
 

い
革
袋
に
も
る
ク
と
い
う
。
新
し
い
文
 

化
セ
ン
タ
ー
の
な
か
か
ら
は
、
町
民
の
 

新
し
い
連
帯
と
交
流
の
輪
が
生
れ
、
そ
 

こ
か
ら
、
ま
ろ
や
か
に
し
て
芳
醇
な
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
の
美
酒
が
あ
ふ
れ
 

て
こ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 

▼
そ
し
て
、
そ
の
美
酒
を
醸
成
す
る
主
 

役
も
、
甘
露
を
賞
味
す
る
主
人
も
、
そ
 

れ
は
町
民
自
身
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

昭和53年10月1日 い け か
 

あ
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広
 

11支所が逆転初優勝 

秋の器320歳ソフトボール大会 

の 

優勝ノ 坂元裕司選手（小学生） 

直
方
二
中
が
連
勝
（
離
）
 

第
 18 

回
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
 

第
 18 

回
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
9
月
 23 

日
、
町
役
場
前
ス
タ
ー
ト
、
 

上
野
峡
折
返
し
の
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
 

是
非
町
民
参
加
を
、
と
呼
び
か
け
た
体
協
で
は
、
小
学
生
の
一
・
五
樵
レ
ー
ス
 

に
女
子
の
参
加
を
企
画
、
初
秋
の
上
野
路
に
初
め
て
女
子
の
健
脚
が
冴
え
た
。
 

総
勢
4
百
 30 

人
が
参
加
 

【
小
学
生
男
子
】
 

（
新
赤
池
橋
→
旧
赤
 

池
橋
→
役
場
1

・5
謄
）
①
坂
元
裕
司
 

（
十
二
支
所
）
4
分
 48 

秒
②
林
塵
元
（
 

猿
田
）
4
分
 49 

秒
③
大
村
雅
三
（
五
支
 

所
）
4
分
 55 

秒
④
太
田
公
博
（
金
田
）
 

⑤
江
藤
仁
（
二
十
支
所
）
⑥
香
月
和
久
 

（
四
支
所
）
 

【
小
学
生
女
子
】
①
香
西
美
由
紀
（
木
 

1

 

②

⑦

 

屋
潜
）
5
分
 20 

秒
②
沖
ひ
ろ
み
（
八
支
 

所
）
5
分
 28 

秒
③
高
林
ゆ
か
り
（
八
支
 

所
）
5
分
 29 

秒
④
熊
谷
式
部
（
一
支
所
）
 

⑤
居
原
昌
美
（
十
二
支
所
）
⑥
柏
木
正
 

子
（
十
二
支
所
）
 

【
中
学
生
・
個
人
】
 

（
役
場
前
→
原
田
 

町
折
返
し
5
騒
）
①
只
隈
伸
也
（
霧
丘
）
 

15 

分
 48 

秒
②
木
下
哲
彦
（
緑
丘
）
③
豊
 

福
嘉
弘
（
良
山
）
 

【
中
学
団
体
】
爪
y
且
方
第
二
中
学
A
ソ
〈
 

新球場で開幕 
秋の競野球大会 

 10月15日から 

恒
例
の
三
百
二
十
 

歳
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
が
初
秋
の
9
 

月
 10 

日、 

17 

日
の
両
 

日
、
赤
池
中
G
、
大
 

浦
G
、
河
川
敷
G
の
 

三
会
場
、
四
パ
ー
ト
 

に
分
れ
て
盛
大
に
行
 

わ
れ
た
。
 

こ
の
大
会
は
数
え
 

て
 10 

回
目
。
十
七
、
 

二
十
二
支
所
、
県
営
 

伏
原
の
初
参
加
も
あ
 

っ
て
、
総
勢
 23 

チ
ー
ム
の
出
場
は
大
会
 

新
記
録
。
 

大
会
初
日
の
 10 

日
は
3
回
戦
ま
で
。
 

昨
年
か
ら
三
連
覇
の
十
四
支
所
が
闘
志
 

の
十
九
支
所
に
緒
戦
で
破
れ
る
な
ど
、
 

こ
の
日
の
空
模
様
同
様
波
乱
ず
く
め
。
 

A
パ
ー
ト
十
三
支
所
、
B
パ
ー
小
十
一
 

支
所
、
c
パ
ー
ト
十
八
支
所
、
D

パ
ー
 

ト
は
二
十
支
所
が
決
勝
へ
進
出
し
た
。
 

二
日
目
、
 
17 

日
の
決
勝
戦
は
十
一
支
 

所
対
十
八
支
所
。
5
回
ま
で
大
量
リ
ー
 

ド
さ
れ
た
十
一
支
所
が
、
中
川
選
手
の
 

逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
初
優
勝
。
 

一
昨
年
秋
か
ら
 

遠
ざ
か
っ
て
い
る
 

地
区
対
抗
軟
式
野
 

球
大
会
が
、
 
10 

月
 

15 

日、 

22 

日、 

27 

日
の
3
日
間
、
新
 

設
の
総
合
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
野
球
場
で
盛
 

ナイスキャッチノ（17支所新J」り選手） 

大
に
挙
行
さ
れ
る
。
 

こ
の
大
会
は
、
当
初
 22 

日
か
ら
開
 

催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
h

全
日
程
を
 

新
球
場
で
消
化
し
た
い
と
の
住
民
要
 

求
か
ら
二
週
間
繰
り
あ
げ
た
も
の
。
 

錦
秋
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
体
育
行
 

事
に
、
各
地
区
と
も
ふ
る
っ
て
ご
参
 

加
を
。
監
督
会
議
は
6
日
の
予
定
。
 

中
2

で
初
段
合
格
 

見
事
、
佐
藤
幸
久
く
ん
 

ん
 

体
協
剣
・
 

く
 

部
、
誠
心
船
 

藤
 
少
年
剣
士
体
 

佐
藤
幸
久
く
ん
 

（
中
2
、
十
 

一
支
所
常
喜
さ
ん
二
男
）
が
、
8
月
 27 

日
筑
豊
工
業
高
で
行
わ
れ
た
昇
段
試
験
 

で
、
み
ご
と
初
段
に
合
格
し
た
。
 

佐
藤
く
ん
は
誠
心
館
道
場
少
年
部
の
 

リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
。
兄
徳
久
く
ん
も
大
 

分
塁
女
岐
高
剣
道
部
で
活
躍
し
て
い
る
。
 

の
 

留
米
良
山
中
晋
太
回
北
九
州
志
徳
中
学
 

【
高
校
】
（
役
場
前
→
上
野
峡
折
返
し
 10
 

些
 

①
二
神
隆
芳
（
九
州
工
）
 
34 

分
 19 

秒
②
 

須
永
宏
（
東
福
岡
）
③
圧
村
康
（
八
幡
 

大
付
属
）
 

【
大
学
・
一
般
】
 

（
役
場
前
→
上
野
峡
 

→
上
境
折
返
し
 10 

岬
）
①
池
部
陽
一
（
 

安
川
電
機
）
 
51 

分
 29 

秒
②
水
久
保
美
千
 

男
（
新
日
鉄
）
③
世
利
重
樹
（
九
電
工
）
 

⑩
村
上
浩
治
（
筑
豊
A
c
H
ニ
十
支
所
）
 

・

γ

・

γ

・

γ

 

郡
子
ど
も
 

ス
ポ
ー
ツ
大
 

会
 

8
月
 27 

日
、
香
春
町
で
行
わ
れ
、
男
 

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
上
野
三
、
四
区
子
 

ど
も
会
が
出
場
、
緒
戦
で
方
城
町
に
惜
 

敗
。
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
八
支
所
竹
 

の
子
子
ど
も
会
が
大
活
躍
、
決
勝
で
金
 

田
町
に
苦
杯
を
喫
し
は
し
た
が
、
健
闘
 

よ
く
準
優
勝
を
獲
得
し
た
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

9
月
 

村
上
選
手
、
県
体
で
三
位
 
17 

日、 

久
留
米
市
で
行
わ
れ
た
県
体
で
、
陸
上
 

千
五
百
H
に
出
場
し
た
村
上
浩
治
選
手
 

（
二
十
支
所
）
の
鉄
脚
う
な
り
、
第
三
 

位
に
入
賞
。
ま
た
、
剣
道
の
武
末
選
手
 

（
十
】
支
所
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
清
 

原
（
十
八
支
所
）
、
藤
田
（
ニ
十
二
支
 

所
）
も
健
闘
し
た
。
 

15 

日、 

22 

日、 

29 

日
廿
地
区
対
抗
軟
式
 

野
球
大
会
（
総
合
G
野
球
場
で
）
 



(5） 第189号 昭和53年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第189号 昭和53年10月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

年
金
制
度
は
 

通
算
さ
れ
ま
す
 

現
在
、
私
た
ち
の
老
後
を
保
障
す
る
 

年
金
は
八
つ
の
年
金
制
度
に
わ
か
れ
て
 

お
り
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
 

盛
呂
業
者
等
は
国
民
年
金
に
、
会
社
務
 

め
の
人
は
厚
生
年
金
に
、
又
、
公
務
員
 

等
は
共
済
組
合
（
退
職
年
金
）
に
、
と
 

い
う
よ
う
に
職
域
に
よ
り
加
入
す
る
年
 

金
制
度
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
か
 

ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
に
は
、
 

国
民
年
金
の
場
合
二
十
五
年
、
そ
の
他
 

の
年
金
制
度
で
は
ニ
十
年
と
い
う
長
い
 

加
入
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
国
民
 

年
金
加
入
者
が
会
社
に
務
め
る
よ
う
に
 

な
り
、
厚
生
年
金
加
入
者
に
な
っ
た
り
、
 

公
務
員
が
「
脱
サ
ラ
」
で
商
売
を
は
じ
 

め
、
国
民
年
金
加
入
者
に
な
る
な
ど
し
 

た
と
き
は
、
一
つ
の
年
金
制
度
の
加
入
 

期
間
だ
け
で
は
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
 

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
で
て
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
つ
く
ら
れ
た
の
が
「
通
算
 

年
金
通
則
法
」
と
い
う
法
律
で
す
。
 

．
 
●
 
．
 

加
入
期
問
を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
 

九
両
連
結
の
通
算
年
金
 

ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
い
く
つ
か
の
年
 

金
制
度
加
入
期
間
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
（
 

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
を
「
通
算
す
る
 

」
と
い
い
ま
す
）
て
、
国
民
年
金
を
含
 

む
場
合
は
二
十
五
年
、
国
民
年
金
を
含
 

ま
な
い
場
合
は
二
十
年
に
な
れ
ば
年
金
 

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
 

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ち
が
っ
た
年
金
制
 

度
の
加
入
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
に
よ
 

り
受
け
る
年
金
を
通
算
老
齢
（
退
職
）
 

年
金
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
 

加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ト 25年 

／ー厚生年金加入12年、、、レ／ー国民年金加入13年× 

こ
の
「
通
算
年
金
通
則
法
」
に
よ
り
 

ー
つ
の
年
金
制
度
だ
け
で
は
、
加
入
期
 

す。 

】‘ 20年  ・i 

ノ／共済組合9年、＼ノー厚生年金11年～× 例
 

又
、
昭
和
 

五
年
四
月
一
 

日
以
前
生
ま
 

れ
の
者
は
、
 

昭
和
三
十
六
 

年
四
月
一
日
 

以
降
の
加
入
 

期
間
（
明
治
 

四
十
四
年
四
 

月
一
日
以
前
 

生
ま
れ
は
三
 

十
六
年
四
月
 

以
前
の
期
間
 

も
）
を
通
算
 

し
て
次
表
の
 

期
間
あ
れ
ば
、
 

通
算
老
齢
（
 

退
職
）
年
金
 

を
受
け
る
資
 

格
が
と
れ
ま
 

間
不
足
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
が
受
け
 

※
厚
生
年
金
か
ら
九
年
分
、
国
民
年
 

、

・

 

福
岡
県
展
に
4
名
入
選
す
ノ
 

ー

 

「
写
団
フ
ア
ミ
リ
ー
」
 

第
三
十
四
回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
が
 

九
月
三
日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
写
真
ク
ラ
ブ
（
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
 

か
ら
七
名
の
会
員
が
日
頃
の
作
画
活
動
 

の
成
果
を
と
出
品
し
ま
し
た
。
 

県
展
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
見
事
、
四
名
の
入
選
が
あ
り
ま
し
 

* rTODAy」 

谷 克 粘 さん 早
 

‘
、
！
ノ
 つ

 

た。 《
県
展
入
選
者
は
次
の
と
お
り
》
 

▽
太
田
勝
正
 

「
光
彩
」
 

▽
桑
野
博
明
 

「
夜
の
校
舎
」
 

▽
早
谷
克
粘
 

「
T
o
D
A
Y
」 

▽
三
宅
嘉
一
 

「
姉
妹
」
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

/ 

あ
き
巣
・
自
転
車
盗
の
防
止
を
ノ
 

ー

全

国

防

犯

運

動

ー

 

あ
き
巣
ね
ら
い
と
自
転
車
ド
ロ
ポ
ウ
 

の
防
止
を
重
点
に
、
十
月
十
一
日
（
水
）
 

か
ら
二
十
日
（
金
）
ま
で
の
十
日
間
、
全
 

10 

月
 11 

日
5
 10 

月
 20 

日
 

国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

生 年 月 日 

他の公的年金制度 

と合算した期問 

国民年金 

を含む 

国民年金 

を含まず 

大正5年4月1日以前 

大5年4月2日～大6年4月1日 

大6年4月2日～大7年4月1日 

大7年4月2 日～大8年4月1日 

大8年4月2 日～大9年4月1日 

大9年4月2 日～大10年4月1日 

大10年4月2 日～大11年4月1日 

大11年4月2 日～大12年4月1日 

大12年4月2 日～大13年4月1日 

大13年4月2日～大14年4月1日 

大14年4月2 日～大15年4月1日 

大15年4月2日～昭2年4月1日 

昭2年4月2日～昭3年4月1日 

昭3年4月2日～昭4年4月1日 

昭4年4月2日～昭5年4月1日 

年
 

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
~
 
1
 
2
 
3
 
4
 

！よ
 

1
 
1
 
1
 
1‘・I 

1
 
1
 
1よ●→ 

。
一
2
 
2
 
2
 
2
 

10年 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

例3 大正3年4月15日生まれは 

昭和36年4 月以降10年で0K 

49
 

42
 33 

1 4彦霧勿』彦誠
ドーー厚生年金9年・一→i一国民年金7 年→【 

3
6
 

彦
 

金
か
ら
七
年
分
の
通
算
老
齢
年
金
が
受
 

け
ら
れ
ま
す
。
 

【
注
意
】
 

①
国
民
年
金
の
未
納
期
間
は
通
算
 

印鑑の登録と証明の方法が変わります

＠
印
鑑
の
登
 

録
替
え
は
 

早
目
に
・
・
・
 

現
に
登
録
 

し
て
い
る
方
 

の
登
録
替
え
 

期
間
は
、
十
 

月
一
日
か
ら
 

五
十
四
年
三
 

月
三
十
一
日
 

ま
で
で
す
。
 

登
録
替
え
 

と
印
鑑
証
明
 

書
の
申
請
を
 

同
時
に
さ
れ
 

る
ケ
ー
ス
が
 

多
い
で
す
が
、
 

出
来
る
だ
け
 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
を
受
 

け
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
は
通
算
 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
国
民
 

年
金
へ
の
加
入
資
格
が
「
任
意
」
 

の
人
は
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
 

期
間
も
通
算
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

但
し
、
年
金
額
の
計
算
対
象
に
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
 

開
始
は
 

。 

o
共
済
組
合
加
入
期
間
分
は
 60 

歳
 

o
厘
正
」
」
年
金
加
入
期
間
分
は
 60 

歳
 

〇
国
民
年
金
加
入
期
間
分
は
 65 

歳
 

、
ら
で
す
。
 

馬
田
 

、フr カ
 

A
ロけ 

任
の
 

（什 
ま
十
 

＠
大
 誉

 

本
人
 

法
が
 

①
遭
 

Q

旦 

分
郭
 

も
の
 

③
未
 

人
の
 

＠
平
 ］

に
登
録
替
え
だ
け
済
ま
さ
れ
る
よ
 

に
」
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
お
、
代
理
人
が
切
替
え
に
来
る
場
 

？、
 

「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
等
委
 

『
旨
を
証
す
る
書
面
が
必
要
で
す
。
 

『
理
権
授
与
通
知
書
は
役
場
に
あ
り
 

？
。
）
 

T人
の
確
認
を
は
っ
き
り
 

」
録
は
、
本
人
申
請
が
原
則
で
す
。
 

（
と
確
認
す
る
方
法
と
し
て
次
の
方
 

『
あ
り
ま
す
。
 

一
転
免
許
書
 

］
公
署
発
行
の
許
可
証
も
し
く
は
身
 

一
明
書
（
写
真
付
プ
レ
ス
印
の
あ
る
 

I 
。
 
）
 

”
池
町
内
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
 

？
保
証
書
 

‘
日
切
替
え
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
 

。

 

J
 

『。Q 

昭
和
 53 

年
度
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程
表
 

20B⑥ 
1
9
B
困 1

8
B
困 1

7
B
因 

16B⑨ 13B⑨ 
1
2
B
困 1

1
B
困 

10日 

10ー15 10ー15 10ー15 13ー15 10ーis2 13ー15 10~12 IS105 10ー15 13ーIss 'so12
時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
保
育
所
 

上
野
保
育
所
 

中
町
南
町
団
地
 

集
ム
云
所
 

町
営
伏
原
団
地
 

集
会
所
 

大
久
保
 

（
大
久
保
サ
カ
キ
皇
 nrJ
 

大
浦
共
同
 

作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
 

三
区
公
民
館
 

八
区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
場
集
会
所
前
 

場
 

所
 

料
金
 
無
料
 

昭
和
 53 

年
度
（
秋
期
）
 

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
 

9
B
⑨
 

6
B
⑨
 

5
B
困
 

10日 

IS315 10~12 13ー15 11~12 
畑
ー
脚
 

13ー15 
ii 9:30 

I 
10:30 

時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
駅
前
公
園
 

赤
池
商
事
 

八
区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
〕
 

草
場
集
会
所
 

四
区
公
民
館
 

大
浦
共
同
 

作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
 

場
 

所
 

※
登
録
代
金
 
三
〇
〇
円
 

注
射
代
金
 
八
五
〇
円
 

9
 

⑨ 
め
に
 

勤
務
の
都
合
等
で
平
日
に
印
鑑
登
録
 

の
切
替
え
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
 

左
記
の
日
時
に
切
替
え
を
致
し
ま
す
の
 

で
、
な
る
べ
く
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。
 

十
月
八
日
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、
一
一
 

十
九
日
の
日
曜
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
 

後
四
時
半
ま
で
。
 

現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑
を
お
持
ち
 

下
さ
い
。
不
適
合
印
鑑
な
の
で
新
し
く
 

作
リ
替
え
た
場
合
は
、
一
新
し
い
印
鑑
と
 

古
い
印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。
 

⑥
印
鑑
登
録
証
は
大
切
に
 

印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
時
は
、
登
録
 

、
証
（
手
帳
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。
 

登
録
証
が
な
い
と
証
明
書
の
発
行
が
 

出
来
ま
せ
ん
の
で
必
ず
登
録
証
を
持
参
 

下
さ
い
。
 

役
場
住
民
課
 

o
必
ず
カ
ギ
と
声
か
け
を
 

あ
き
巣
の
被
害
原
因
の
半
数
は
玄
関
、
 

勝
手
ロ
、
窓
な
ど
の
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
、
 

開
け
放
し
、
カ
ギ
な
し
な
ど
、
戸
締
り
 

不
＋
分
が
原
因
で
す
。
ち
ょ
っ
と
の
間
 

で
も
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず
カ
 

ギ
を
か
け
、
隣
近
所
に
ひ
と
声
か
け
て
 

留
守
を
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
カ
ギ
は
二
重
に
 

ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
侵
入
す
る
・
ク
ガ
ラ
 

ス
破
り
ク
が
増
え
て
い
ま
す
。
戸
や
窓
 

に
は
ー
つ
の
カ
ギ
よ
り
ニ
つ
の
」
カ
ギ
で
 

戸
締
り
を
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
留
守
と
わ
か
ら
な
い
工
夫
を
…
》
・
・
 

二
、
三
日
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
 

新
聞
や
郵
便
物
な
ど
の
取
り
入
れ
を
隣
 

近
所
に
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
通
帳
と
印
か
ん
は
別
々
に
 

大
金
は
自
宅
に
置
か
な
い
よ
う
に
、
 

ま
た
預
金
通
帳
と
印
か
ん
は
別
々
に
保
 

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
カ
ギ
か
け
を
・
・
・
 

〈
・
被
害
自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
は
無
施
錠
 

自
転
車
の
路
上
放
置
で
す
。
ち
ょ
っ
と
 

の
間
で
も
自
転
車
を
置
く
と
き
は
必
ず
 

カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

o
記
名
と
防
犯
登
録
を
 

被
害
自
転
車
の
な
か
に
は
乗
り
捨
て
 

ら
れ
警
察
に
届
け
ら
れ
て
い
る
の
も
あ
 

り
ま
す
が
、
登
録
や
記
名
が
な
い
た
め
 

被
害
者
に
返
せ
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
 

い
る
の
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
に
は
防
 

犯
登
録
や
車
体
に
記
名
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
記
名
シ
ー
ル
の
効
果
 

●
記
名
シ
ー
ル
の
記
名
に
よ
り
犯
人
に
 

心
理
的
ブ
レ
ー
キ
を
与
え
、
自
転
車
 

盗
の
防
止
に
な
り
ま
す
。
 

●
所
有
者
の
確
認
が
容
易
で
、
被
害
、
 

遺
失
自
転
車
の
回
復
が
早
期
に
で
き
 

ま
す
。
 

●
記
名
シ
ー
ル
は
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を
 

併
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
夜
間
の
 

交
通
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

⑨
価
格
 

大
小
と
も
一
枚
二
十
円
 

※
お
申
込
み
 
田
川
防
犯
協
会
ま
で
 



(7） 第189号 昭和53年10月1日 け し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第189号 

へ
火
災
警
報
器
が
 

取
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
 

ー
 

江
頭
ヲ
ツ
ョ
さ
ん
宅
ー
 

火
災
か
ら
老
人
を
守
る
た
め
に
と
、
 

田
川
地
区
防
災
協
会
で
は
消
防
署
と
タ
 

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
ひ
と
り
寝
た
き
り
老
 

人
宅
に
火
災
を
早
く
覚
知
し
、
ブ
ザ
ー
 

で
知
ら
せ
る
簡
易
火
災
警
報
器
を
取
り
 

付
け
る
こ
と
に
な
り
、
九
月
十
五
日
の
 

老
人
の
日
に
先
が
け
て
赤
池
町
で
は
車
 

道
一
に
お
住
ま
い
の
江
頭
ヲ
ツ
ョ
さ
ん
 

( 83 

歳
）
宅
に
九
月
十
四
日
、
設
置
し
ま
 

し
た
。
 

江
頭
さ
ん
は
、
こ
れ
で
安
心
し
て
暮
 

ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
火
の
 

元
だ
け
は
十
分
に
注
意
し
な
く
て
は
と
 

…
…
…
お
元
気
で
す
。
 

な
お
、
今
回
設
置
さ
れ
な
い
老
人
家
 

庭
に
は
消
防
署
職
員
が
「
火
の
元
検
査
」
 

を
行
い
、
炊
事
場
等
で
延
焼
の
危
険
性
 

の
あ
る
壁
に
は
、
不
燃
化
粧
板
を
張
り
 

付
け
る
な
ど
火
災
の
未
然
防
止
に
努
め
 

う
 

（これで安心です。と喜こびの江頭さん） 

る
こ
と
に
 

し
て
お
り
 

ま
す
。
 

ま
た
、
 

該
当
す
る
 

老
人
家
庭
 

の
隣
近
所
 

に
は
ク
チ
 

ラ
シ
）
を
 

作
成
し
、
 

警
報
音
を
発
し
た
時
の
協
力
等
を
お
願
 

い
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
 ち

 
ま
 

文 廿 ― 
本 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

飯
塚
市
 
千
代
田
景
石
 

八
月
一
日
、
二
日
は
熊
本
県
玉
名
郡
 

菊
水
町
の
古
墳
祭
と
い
う
こ
と
で
、
赤
 

池
公
民
館
句
会
企
画
の
吟
行
に
同
行
さ
 

せ
て
い
た
だ
く
。
 

連
日
の
酷
暑
も
台
風
十
一
号
の
接
近
 

で
い
さ
さ
か
の
涼
風
は
あ
る
が
、
黒
雲
 

ー

 

、

．

ノ

 

、

ノ

 

の
去
来
の
隙
は
や
は
り
油
照
り
、
肢
し
 

い
爽
竹
桃
に
沿
い
高
速
道
路
を
突
走
し
 

る
。
古
墳
祭
は
夜
の
松
明
行
列
が
見
も
 

の
と
聞
く
が
、
菊
水
の
町
は
朝
か
ら
露
 

天
店
が
立
ち
、
目
貫
き
通
り
か
ら
点
在
 

す
る
古
墳
へ
の
道
に
は
「
古
墳
ま
つ
り
」
 

の
小
さ
な
職
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
 

夏
祭
り
と
は
い
え
気
勢
を
あ
げ
て
騒
 

ぐ
祭
り
で
は
な
く
、
古
人
の
霊
を
肥
る
 

静
か
な
祭
で
あ
る
。
 

菊
水
町
に
は
、
江
田
船
山
古
墳
、
江
 

田
穴
観
音
古
墳
、
塚
坊
主
古
墳
、
虚
空
 

蔵
塚
古
墳
、
長
刀
装
飾
横
穴
一
号
墳
、
 

ト
ン
カ
ラ
リ
ン
等
が
あ
る
が
、
ま
ず
斉
 

場
の
設
け
て
あ
る
船
山
古
墳
へ
、
藷
畠
、
 

黍
畑
の
道
を
ゆ
く
。
 

こ
の
古
墳
は
山
と
い
う
よ
り
小
さ
な
 

社
で
あ
り
、
そ
の
下
の
広
場
に
牛
車
、
 

古
人
の
曳
台
、
沢
山
の
松
明
が
用
意
し
 

て
あ
る
。
広
々
と
注
連
り
巡
ら
さ
れ
、
 

祭
壇
、
神
楽
台
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
 

舞
台
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
は
石
 

屋
根
と
入
ロ
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
だ
け
 

で
中
は
見
え
ず
、
手
格
子
の
手
前
で
拝
 

む
。
三
人
の
亜
女
が
御
神
酒
を
す
す
め
、
 

一
人
の
神
官
が
太
鼓
を
打
ち
続
け
て
い
 

る。 ●
汗
の
手
に
古
墳
祭
の
神
酒
を
受
く
 

雨
 
亭
 

●
緑
蔭
に
楽
の
座
設
け
古
墳
祭
 駒

 
女
 

●
奏
銭
の
散
ら
ば
る
古
墳
蟻
地
獄
 

昭
 
女
 

●
葉
煙
草
も
取
上
げ
古
墳
祭
か
な
 

春
 
翁
 

●
も
ろ
こ
し
の
原
の
中
な
る
古
墳
祭
 

景
 
石
 

船
山
古
墳
か
ら
北
へ
三
十
米
の
草
原
 

に
義
民
塚
、
石
人
、
舟
つ
な
ぎ
石
等
が
 

残
さ
れ
て
い
る
。
 

●
義
民
塚
先
凶
と
の
み
昼
の
虫
 一 

歩
 

●
四
人
塚
、
五
人
塚
草
茂
る
か
な
 

は
る
の
女
 

此
処
か
ら
歴
史
の
散
歩
道
と
い
っ
て
 

縄
文
住
居
、
弥
生
住
居
が
復
元
し
て
あ
 

り
、
民
俗
資
料
館
に
到
る
。
 

●
夏
桑
や
こ
、
よ
り
歴
史
散
歩
道
 

聖
 
子
 

午
後
七
時
か
ら
始
ま
る
神
事
、
松
明
 

行
列
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
あ
る
の
 

で
、
一
旦
宿
へ
落
着
き
ー
と
句
会
と
い
 

う
こ
と
に
な
っ
た
。
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

▼
舞
初
め
や
後
見
正
す
袴
裾
 

▼
舞
初
め
や
白
足
袋
映
え
る
足
拍
子
 

▼
大
寒
や
ふ
る
え
て
干
せ
し
桝
の
酒
 

▼
古
時
計
ふ
り
子
の
音
や
春
は
来
ぬ
 

▼
五
六
匹
の
串
ざ
し
も
ろ
こ
肴
に
し
 

▼
彼
岸
会
の
刻
は
や
け
れ
ば
日
の
庭
に
 

▼
上
野
路
の
陶
器
祭
や
旗
う
ら
、
 

▼
庫
裏
の
庭
水
に
映
え
つ
・
つ
つ
じ
燃
 

ゆ
 

の
リ
 

▼
法
の
海
く
ゾ
る
こ
・
ち
や
藤
の
棚
 

▼
姥
の
室
ぬ
け
る
若
葉
の
風
に
お
ふ
 

'J
一 

9
 

* 和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
、
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
 

れ
る
。
 

1
日
（
日
）
赤
池
中
学
校
運
動
会
 

7
日
（
土
）
 

8
日
（
日
）
 

9
日
（
月
）
 

10 

日
（
火
）
 

14 

日
（
土
）
 

15 

日
（
日
）
 

16 

日
（
月
）
 

17 

日
（
火
）
 

18 

日
（
水
）
 

24 23 
日 日 

火 月 

27 26 
日 日 

金木 

市
場
小
学
校
運
動
会
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

共
同
募
金
始
ま
る
・
こ
ろ
 

も
が
え
・
法
の
日
・
全
国
 

労
働
衛
生
週
間
始
ま
る
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

上
野
小
学
校
運
動
会
 

赤
池
町
秋
祭
り
 

赤
池
町
秋
祭
り
・
目
の
愛
 

護
デ
ー
・
体
育
の
日
 

鉄
道
記
念
日
・
十
」
夜
 

町
敬
老
会
（
町
民
会
館
）
 

行
政
相
談
（
中
尾
保
有
所
〕
 

行
政
相
談
（
上
野
薬
E
寺
集
会
所
】
 

行
政
相
談
（
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
 

行
政
相
談
（
市
場
八
区
青
年
会
館
）
 

統
計
の
日
 

電
信
電
話
記
念
日
 

国
連
の
日
 

原
子
力
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

読
書
週
間
始
ま
る
 

28 

日
（
土
）
 

速
記
記
念
日
 

▼
辛
棒
す
る
木
に
金
が
な
る
▲
 

J 

昭和53年10月1日 け
 

か あ
 

報
 

広
 

『
共
同
募
金
』
が
始
ま
り
ま
す
 

今
年
も
私
た
ち
の
福
祉
活
動
参
加
の
 

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
の
時
期
 

が
ま
い
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
に
は
い
つ
も
な
が
ら
格
別
の
 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
い
 

ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
度
は
下
図
の
よ
う
に
 

赤
池
町
内
募
金
総
額
八
十
万
二
千
四
百
 

エンゼルクイズ 

r " n t'T 1l I ,日古， 
‘貝う‘0坦」ロコ叫」 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲秋場所の優勝力士はだれ？ 

④北の湖 ⑧若乃花 ⑥貴ノ花 

2 、カクテルにも使われるジン。もともとは 

どこの国の原産？ 

④オランダ ⑧ポルトガル ⑥スペイン 

3 、漢字で金の糸の雀と書いたら何んと読む 

7 

④ひばり ⑧やまがら ＠カナリヤ 

4 、世界のホームランキング“王選手，，の8叩 

号は何月何日に達成した？ 

④8月29日 ⑧8月30日 ⑥8月31日 

5 、北原白秋の「砂山」に歌いこまれている 

鳥は？ 

④ちどり ⑧すずめ ⑥かもめ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、10月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第25回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ④ 

52年度共同募金実績表 

バッチ募金 
47,000円 

5.9% 

) 
1 10 
日月 

円
に
対
し
約
八
十
督
、
六
十
六
万
三
千
 

三
百
円
の
お
金
が
町
社
協
に
配
分
さ
れ
 

社
会
福
祉
喜
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

共
同
募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
 

い
ま
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

法人募金 

300,000円 

37.4% 

実績募金 

802,400円 

100% 

戸別募金 

455,400円 

母子福祉費 

→47,000円 

7 % 

Iー日父親 

、行争貿 53年度共同募金事業計画 

9iH 奮鍛） 
72 . 600P 

者 
II Q_ )1111 

／ー 

lバス待合所、 
~設備建設 I 
、事業費 ノ 

卓害（児）者 

福祉費 

103,700円 

15.6% 

事業計画費 
663,300円 

100% 

福祉バス、 

運営費 
独居老人 

対策費 

、その他 ノ 

' 

老人福祉費 

129,000円 

19.5% 

生活環境 

福祉費 

311,000円 

46.9% 

福
祉
バ
ス
の
増
発
 

従
来
、
毎
月
第
】
か
ら
第
三
日
曜
日
 

ま
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
福
祉
バ
ス
を
 

十
月
よ
り
毎
日
曜
日
ご
と
に
運
行
す
る
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

I
‘ノ 」

 

戸
お
、
運
露
間
は
従
来
ど
お
り
で
 

す。 
※
十
月
十
五
日
は
町
敬
老
会
の
た
め
 

運
行
は
出
来
ま
せ
ん
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

金
一
封
 
永
末
 

実
（
上
野
原
）
 

金
一
封
 
池
永
 
吉
治
（
十
区
中
組
）
 

金
一
封
 
戸
次
ミ
ツ
子
（
新
町
）
 

金
一
封
 
太
田
伊
世
子
（
上
野
上
小
路
）
 

〔
初
盆
返
し
〕
 

o
世
良
 
唯
男
 

三
万
円
 

〔
火
災
見
舞
返
し
〕
 

o
宇
野
 
法
男
 
三
万
五
千
円
 

〔
指
定
寄
付
〕
 

o
西
日
本
鉄
道
（
株
）
 

二
十
万
円
 

o
赤
池
町
青
年
連
合
会
 
十
万
円
（
ど
 

ろ
か
ぶ
ら
公
演
収
益
金
の
一
部
）
 

④
 

"hJ ⑥
 

4
. 

【正解者】 

今回の応募総数30通のうち、正解は24通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

レ芹jlI 裕子（赤池猿畑） 

レ田中 重博（市場） 

レ浴永美奈子（赤池十区） 

[10月の休館日〕 

2 日、9日、11日、16日I l 日、8日、22日、29日 

23日、 30日 

し演 芸 日」 I［仏教法話会〕 

1日、5日、8日、12日、15日 
1 

13日囲 午前n時 

19日、22日、26日、29日 ~ 

（第3期分） （納期限 10月31日） 

ー町税は納期内に納めましよう ー 

赤 池 町 

J
 



第189号 昭和53年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

せ
 

、ら 口
 

んス お
 

欝
 

忘れないで心にとめて 
おきましょう。 

福
岡
県
行
政
書
士
試
験
 

昭
和
五
十
」
亙
I
度
福
岡
県
行
政
書
士
 

試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 

●
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
 

業
し
た
者
 

●
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
貝
と
 

し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た
期
間
が
、
 

こ
れ
を
通
算
し
て
三
年
以
上
に
な
る
者
 

●
行
政
書
士
の
補
助
者
と
し
て
、
そ
の
 

事
務
を
行
っ
た
期
間
が
、
こ
れ
を
通
算
 

し
て
四
年
以
上
に
な
る
者
 

●
旧
中
等
学
校
令
に
よ
る
修
業
年
限
五
 

年
の
中
学
校
卒
業
者
又
は
こ
れ
と
同
等
 

以
上
の
学
力
か
着
“
す
る
と
認
め
ら
れ
る
 

者
で
行
政
書
士
の
補
助
者
と
し
て
そ
の
 

事
務
を
行
っ
た
期
間
が
、
こ
れ
を
通
算
 

し
て
三
年
以
上
に
な
る
も
の
 

▽
試
験
科
目
 

m
行
政
書
士
の
業
務
に
必
要
な
法
令
 

②
一
般
常
識
 

⑧
作
文
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

11 

月
 10 

日
（
金
）
午
後
1
時
1
4
時
 

福
岡
市
巾
血
〈
区
（
電
気
ビ
ル
）
 

福
岡
市
中
央
区
（
県
町
村
会
館
）
 

福
岡
市
博
多
区
（
福
岡
明
治
館
）
 

▽
受
付
期
間
 

10 

月
 20 

日
（
金
）
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

固
〇
九
ニ
ー
七
五
一
ー
一
七
一
」
ハ
 

行
政
相
談
所
の
開
設
 

行
政
管
理
庁
で
は
十
月
十
五
日
か
ら
 

二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政
相
 

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
い
っ
せ
い
に
 

行
政
相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事
を
行
う
 

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
赤
池
町
に
お
い
て
 

も
次
の
よ
う
な
日
程
で
行
政
相
談
所
を
 

開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

10 

月
 15 

日
⑧
 
中
尾
保
育
所
 

10 

月
 16 

日
の
 
上
野
薬
王
寺
集
会
所
 

10 

月
 17 

日
⑧
 
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

10 

月
 18 

日
困
 
市
場
八
区
青
年
会
館
 

▽
時
間
 

午
前
 10 

時
よ
り
午
後
3
時
ま
で
 

（
無
料
・
秘
密
）
 

内
職
相
談
員
を
 

配
置
し
ま
す
 

福
岡
県
（
内
職
公
共
職
業
補
導
所
）
 

で
は
、
内
職
タ
主
加
望
さ
れ
る
方
や
関
係
 

者
の
方
々
の
ご
相
談
（
求
人
、
求
職
、
 

あ
っ
旋
等
）
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
ど
 

お
り
相
談
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
 

加ー 

、
、
・
ノ
 

、
？
 

ま
し
た
。
ー
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
 

で
か
け
く
だ
さ
い
。
 

（
相
談
料
不
用
）
 

▽
と
き
 

毎
週
火
曜
、
金
曜
（
 10 

時
ー
 15 

時） 

た
だ
し
、
祝
祭
日
等
で
休
日
に
当
っ
 

た
場
合
は
、
そ
の
翌
日
と
し
ま
す
。
 

▽
と
こ
ろ
 

田
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
松
）
 

固
〇
九
四
七
四
・
ー
）
ー
五
七
五
六
 

※
相
談
員
氏
名
 
岩
崎
信
雄
 

特
定
疾
患
に
「
バ
具
也
 

が
追
加
対
象
に
ノ
 

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
難
病
と
呼
ば
れ
 

る
十
九
の
特
定
疾
患
の
串
署
の
医
痔
響
且
 

自
己
負
担
額
を
公
費
で
負
担
し
て
い
ま
 

す
が
、
十
月
一
日
か
ら
さ
ら
に
「
パ
ー
 

ギ
ン
ソ
ン
病
」
を
追
加
し
ま
す
。
 

▽
対
象
患
者
 

県
内
に
居
住
し
、
国
民
健
康
保
険
の
 

被
保
険
者
、
各
種
健
康
保
険
の
被
保
 

険
者
の
被
扶
養
者
、
日
雇
労
働
者
健
 

康
保
険
の
特
別
療
養
費
の
受
給
資
格
 

者
で
自
己
負
担
の
あ
る
人
。
 

▽
申
請
手
続
 

受
給
資
格
者
で
受
給
を
希
望
さ
れ
る
 

方
は
、
次
の
書
類
に
住
民
票
を
添
え
 

て
居
住
地
の
管
轄
保
健
所
に
申
請
し
 

て
下
さ
い
。
 

●
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
交
付
申
請
 

書
 
●
診
断
書
 

▽
間
い
合
わ
せ
は
 

最
寄
り
の
保
健
所
又
は
県
衛
生
部
保
 

健
対
策
課
（
福
岡
市
博
多
区
中
州
中
 

島
町
二
番
」
喜
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
ビ
 

ル
三
階
）
 

固
〇
九
ニ
ー
二
八
一
ー
二
七
五
九
 

八 

自

衛

官

 の

募

集

 

ー
 
子
（
二
等
陸
・
海
・
空
士
）
ー
 

▽
第
三
次
（
 10 

月
1
日
ー
 12 

月
末
日
）
 

陸
上
要
員
 
10 

名
 

航
空
要
員
 
4
名
 

▽
昭
和
 54 

年
3
月
、
高
校
卒
業
見
込
者
 

▽
試
験
期
日
 

各
志
願
ご
と
に
指
定
す
る
日
 

▽
受
験
資
格
 

満
 18 

歳
以
上
ー
 25 

歳
未
満
 

▽
試
験
課
目
 

国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
等
 

▽
試
験
場
（
連
絡
先
）
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
出
張
所
（
旧
 

二
瀬
公
民
館
）
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
）
ー
四
八
四
七
 

無

縁

墳

墓

の

改

葬

 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

●
墓
地
の
所
在
地
 
北
九
州
市
尖
肩
北
 

区
菜
園
場
二
丁
目
毛
西
、
毛
三
 

（
蓮
山
墓
地
）
 

●
墳
墓
数
 
九
基
 

●
届
出
期
限
 
10 

月
 20 

日
ま
で
 

●
届
出
先
 
北
九
州
市
八
幡
西
区
折
尾
 

三
丁
目
一
ー
十
四
（
福
岡
県
北
九
州
 

土
木
事
務
所
）
 

町
商
工
会
役
員
の
紹
介
ク
 

す
で
に
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
赤
 

池
町
商
工
会
館
が
本
年
四
月
五
日
に
完
 

成
し
、
現
在
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
 

こ
こ
で
、
赤
池
町
商
工
会
役
職
員
を
次
 

の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

▽
会
長
 
稲
垣
力
 
▽
副
会
長
 
山
本
 

宗
彦
、
皆
川
正
信
 
▽
会
計
理
事
 
乾
 

文
夫
 
▽
理
事
 
早
麻
豊
 
大
庭
大
作
 

高
林
孝
、
」
肩
勇
、
亀
谷
松
次
、
金
畑
 

清
吉
、
原
野
武
彦
、
木
月
繁
美
、
世
良
 

光
章
、
古
賀
明
 
▽
監
事
 
田
中
稔
、
 

松
本
義
隆
 
▽
青
年
部
長
 
立
花
昇
 

▽
副
部
長
 
日
野
一
夫
、
甲
斐
熊
重
 

▽
婦
人
部
長
 
藤
重
喜
己
 
▽
副
部
長
 

小
場
妙
子
、
香
月
富
子
 
▽
経
営
指
導
 

員
 
岩
井
喜
則
、
加
藤
正
士
 
▽
補
助
 

員
 
古
川
一
子
 
▽
記
帳
専
任
職
員
 

山
尾
勝
子
、
長
崎
テ
ル
子
（
敬
称
略
）
 

※
な
お
、
役
員
改
選
は
昭
和
五
十
五
 

年
五
月
。
 

原

稿

投

稿

依

頼

 

総
務
課
文
書
広
報
係
で
は
、
み
 

な
さ
ん
か
ら
の
原
稿
投
稿
を
お
待
 

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

い
ろ
い
ろ
面
白
い
話
題
等
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

係
で
は
、
よ
り
よ
い
広
報
紙
作
 

り
に
努
力
し
た
い
ど
思
い
ま
す
。
 

文
書
広
報
係
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 


